
「丹波大納言小豆ぜんざいフェア」
を開催
工夫を凝らしたさまざまなぜんざい
を堪能できます。参加店を巡ると抽選
で賞品が当たる企画も。
11月１日㊐～2027（令和9）年2月

18日㊍ 丹波市内の33店舗 同フェ
ア事務局（㈱シティライフNEW内）
06-6338-0640（月曜～金曜10時～
18時） 06-6368-3505

「秋の里山まつり」を開催
黄葉の里山で、草木染め、丸太切り、
ピザ作り体験などのプログラムや音
楽鑑賞を楽しめます。入場無料。
11月8日㊐10時～15時 県立さ

さやまの森公園 同園 079-557-
0045 079-557-0201

「丹波文化活動交流会」を開催
丹波地域の文化団体が日頃の活動成
果を披露します。①書、生け花、丹波
布などの作品展示②日本舞踊、コーラ
ス、民謡などのステージ発表。無料。

①12月５日㊏9時30分～16時、6日
㊐9時30分～15時30分②6日㊐12時
30分～15時30分 県立丹波の森公
苑 （公財）兵庫丹波の森協会事業課
0795-73-0933 0795-86-8510

兵庫陶芸美術館メンテナンス休館
のお知らせ
大規模改修工事を行うため、11月24日
㊋から27年3月下旬まで休館します。詳
細はホームページでお知らせします。
同館 079-597-3961 079-

597-3967

「丹のやさいフェスタ」を開催
丹波市産の農産物「丹

まごころ

のやさい」を購
入できるマルシェをはじめ、それを使
ったグルメ、旬の味覚などを楽しめま
す。入場無料。
11月５日㊍～８日㊐10時～15時

※６日㊎のみ16時～20時 道の駅
「丹波おばあちゃんの里」芝生広場
「丹
まごころ

の里」活性化推進協議会事務
局（丹波市農林課内） 0795-88-
5028 0795-74-1055

2026（令和8）年11月号

JR加古川線の利用促進のため、丹波県民局の若手職員で結成された丹
波県民局ユースチームが、久下自治振興会と共に夜市を開催します。キ
ッチンカーや屋台の出店、お楽しみエリアでの楽しい企画など恒例の催
しに加え、ランタンの打ち上げ（先着100人）も実施します。入場無料。 
11月13日㊎16時30分～20時 JR「久下村」駅前 丹波県民局総務

防災課 0795-73-3721 0795-72-3077

丹波県民局地域共創課
0795-73-3784 0795-72-3077

器が変われば日本酒の香りや口当たり、余韻までもが変化
します。ぜひ、同じ丹波の地場産業である丹波焼の器で地
酒を味わい、その奥深い魅力を体感してみてください。地酒
と丹波焼が織り成す、ここでしか出合えない特別な一杯が
あなたを待っています。

㈱西山酒造場、山名酒造㈱、鴨庄（かものしょう）酒造㈱の３社が３月に蔵入れ。通年平均温度が
15℃に保たれたトンネル内で熟成させることで、まろやかな風味に仕上がります。

丹波市春日町にある三
みたから

宝ダムのトンネル内で半年
間貯蔵・熟成させた日本酒が今年も完成。ダムの
源流と同じ竹田川水系の水を使う丹波市の酒造 
メーカー３社が丹波地域で栽培された酒米「Hyogo 
Sake 8

エイティーファイブ

5」を原料に醸造した、丹波生まれ丹波育
ちの地酒「三宝の酒」として、販売しています。

「久下村夜市」を開催

今年もできました！

ダムで熟成させた丹波の地酒

丹波農業改良普及センター
0795-73-3803 0795-72-4063

日本酒の輸出拡大を見据え、県が開発した酒米
で、高温や病気に強いのが特長。2017（平成29）年
に命名され、ローマ字表記の品種名は日本初。丹
波地域は県内一の作付面積を誇ります。

Hyogo Sake 85とは…

日本酒をぜひ丹波焼で！
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ココチ舎
市野雅利さん

11月7日㊏には、道の駅「丹波おばあちゃんの里」
で開催される「丹

まごころ

のやさいフェスタ」で丹波
三宝ダム貯蔵酒の販売会を行います。


